
児童生徒の学力向上について 

学校教育課 

１ 加須市版「埼玉県学力・学習状況調査分析シート」の作成と活用 

市内統一様式の分析シートを作成し、各校の分析や今後の取組について、市内全体が

同じ方向性をもって学力向上に取り組む。 

【特徴】 

 県から返却された結果のデー

タを、用意されたエクセルシ

ートのタブにそのままコピー

すると、各校の結果が本シー

トに反映される。

各教科の問題のうち、 

「正答率が高かった問題の概要」 

「正答率が低かった問題の概要」 

が自動的に反映され、課題がより

具体的に把握できる。 

各教科の総合的な平均正答率だ

けでなく、教科内の問題種別に

も、県との比較ができ、より課題

が明確になる。 

県学力・学習状況調査の特長で

ある「学力の伸び」にも注目。

平均正答率そのものだけでな

く、子ども達を伸ばすことが出

来たかどうかを把握し、授業や

取組の成果を測る大きな指標

として活用できる。 

質問紙の結果も、「自分自身」

「学年での生活や様子」「家で

の生活」の内容において、県と

の比較が可能。多角的な視点で

各校の学力について考察を行

っている。 

報告２ 
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各校における「強み」「課題」を

明確にし、所属する全教職員で

共有することで、学校全体で学

力向上に取り組む。 

非認知能力や学習方略について

も県との数値と比較。正答率や伸

び、質問紙結果との関連にも着目

し、児童生徒に身に付けさせたい

力をさらにはっきりとさせる。 

今年度の県学力・学習状況調査

に向けた各校の「学力向上プラ

ン」の効果について考察。学力向

上の取組も「スクラップ＆ビル

ド」を図る。 

分析を元に、今後の目標や、その

達成に向けた取組を、より具体

的に設定し、児童生徒への指導

における具現化を図る。 
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２ 「加須市チャレンジテスト」の実施について 

（１）ねらい

各種学力・学習状況調査の分析を受け、各校における下半期の取組の成果を検証し、

次年度の学力・学習状況調査に向けた目標等を設定するとともに、学力向上に向けた

取組のブラッシュアップを図る。 

（２）実施時期

令和５年１月２３日（月）～２月３日（金）

（３）実施方法

ＭＥＸＣＢＴを使用し、加須市の課題を踏まえて作成した独自問題を配信

（４）活用

・各校での授業や指導の効果について検証

・次年度の各種学力・学習状況調査に向けて目標や取組を設定

・次年度以降のＣＢＴ化に向けた対応
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